
パネル討論

１）大阪大学（森原一郎）

２）東京大学（玉造潤史）

３）京都大学（森村吉貴）

４）広島大学（渡邉英伸）

５）九州大学（岡田義広） 司会

2019年度 大学ICT推進協議会(AXIES)年次大会2019年12月12日(木)～14日(土)
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内容

1. CDSサーベイ翻訳業務

2. オンラインサーベイシステムの運用

3. 調査項目の検討

4. 今後の予定

5. まとめ
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内容

1. CDSサーベイ翻訳業務

・以下についてパネリストからご意見をお願いいたします。

来年度以降も、当面は九州大学が担当して、DUCAUSE 

CDSサーベイ翻訳版を希望がある大学へ提供する（例
年８月末までに翻訳を完了）。
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内容

2. オンラインサーベイシステムの運用

・以下についてパネリストからご意見をお願いいたします。

九大が導入しているLimeSurveyにより調査を実施

LimeSurveyの管理方針、管理者

調査項目の入力作業←学生アルバイト雇用

回答データ の管理方針、管理者

その他の課題
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内容

3. 調査項目の検討

・以下についてパネリストからご意見をお願いいたします。

CDS 2019翻訳版をベースに文科省学術情報基盤実態調査の項目を含
めて本部会の調査項目を決定

（案）
A.「01.組織・人員・経費 + 02.通信基盤サービス」、
B.「03.情報システムとアプリケーション」、
C.「04.デジタル能力-分析サービス」+ 「05.デジタル能力-災害復旧と事
業継続」+ 「06.デジタル能力-学習技術サービス」+ 「07.デジタル能力-情
報セキュリティ」+ 「08.デジタル能力-学生成功技術」
（試行調査のため赤字を除く?）

・会場からご質問等ございましたらお願いいたします。
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a. 学術情報基盤実態調査ー調査項目

1. 組織・運営体制
1. 情報戦略の策定状況、2. コンピュータやネットワークの管理・運用の実務を行う主たる組織、3. 

業務の外部委託の状況

2. 学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況
1. 学内LAN、2. 対外接続、3. 無線LAN、

3. ネットワーク装置等整備状況
1. ネットワーク装置等の整備状況、2. パソコンの整備状況

4. 教育への活用
1. 情報リテラシ－教育、2. ネットワークを介した遠隔教育、3. 講義のデジタルアーカイブ化

5. セキュリティ
1. セキュリティ対策の実施状況、2. 認証基盤の構築

6. 高速計算機
1. 保有及び利用状況、2. 設置状況

7. クラウドの運用

8. 課題
1. 組織・人員面、2. 経費面、3. 施設設備面
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b. Core Data Serviceー調査項目
(2019年度調査分→2018年度対象)

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-12.中央IT支出、Q13.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q14.中央IT人員、Q15.IT分散化、Q16.マルチキャンパスシス
テム/地区、Q17.アメリカ外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 通信基盤サービス

Q1-2.通信基盤サービス、Q3.通信基盤技術の展開、Q4-6.ネットワーク管理、Q7.有
線ネットワークのサイズとスコープ、Q8.無線ネットワークのサイズとスコープ、Q9-10.

ネットワークのサイズとスコープ(その他)、Q11.利用可能な帯域、Q12-13.ネットワー
クアクセス、Q14-16.寮向けサービス、Q17.電話、Q18.携帯電話、Q19.緊急通知シ
ステム、Q20.ビデオサービス、Q21-22.補足情報

03 情報システムとアプリケーション

Q1.ITシステム、Q2.ITシステムの詳細、Q3.ITシステムの分析能力、Q4.ITシステム
のアップグレードと更新計画、Q5.ITシステムの製品、Q6.人事情報システム、Q7.人
事情報システムの詳細、Q8.人事情報システムの分析能力、Q9.人事情報システム
のアップグレードと更新計画、Q10.人事情報システムの製品、Q11.財務管理システ
ム、Q12.財務管理システムの詳細、Q13.財務管理システムの分析能力、Q14.財務
管理システムのアップグレードと更新計画、Q15.財務管理システムの製品、
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Q16.施設管理システム、 Q17.施設管理システムの詳細、 Q18.施設管理システムの
分析能力、 Q19.施設管理システムのアップグレードと更新計画、 Q20.施設管理シス
テムの製品、Q21.企業システム、 Q22.企業システムの詳細、 Q23.企業システムの
分析能力、 Q24.企業システムのアップグレードと更新計画、 Q25.企業システムの製
品、Q26.研究管理システム、 Q27.研究管理システムの詳細、 Q28.研究管理システ
ムの分析能力、 Q29.研究管理システムのアップグレードと更新計画、 Q30.研究管
理システムの製品、Q31-32.補足情報

04 分析サービス

Q1.分析サービスの成熟度、Q2.分析サービス技術の展開、Q3-4.補足情報

05 災害復旧と事業継続

Q1.災害復旧の成熟度、Q2.事業継続サービスの成熟度、Q3-4.補足情報

06 学習技術サービス

Q1.学習システムの成熟度、Q2.学習システムの展開、Q3-4.補足情報

07 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティの成熟度、Q2.情報セキュリティ技術の展開、Q3-4.補足情報

08 学生成功技術

Q1.学生成功技術の成熟度、Q2.学生成功技術の展開、Q3-4.補足情報
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b. Core Data Serviceー調査項目
(2019年度調査分→2018年度対象)
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内容

4. 今後の予定
・以下についてパネリストからご意見をお願いいたします。

今年度中に試行調査を実施

１）１２月末までに調査項目を決定

２）１月末までにLimeSurveyに質問項目の入力

３）２月末までを回答期限とし調査の実施

４）３月以降、回答状況・データの分析、報告書作成

５）来年度へ向けて、調査項目・調査方法の修正
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内容

5. まとめ

・最後にパネリストから何かございましたらお願
いいたします。

・会場からご質問等ございましたらお願いいた
ます。



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

10


